
SSH生徒研究発表会を終えて
平栗大耀 藤谷晃乃介



はじめに

神戸牛 場所：TOOTH TOOTH MART FOOD HALL & NIGHT FES

店：Chaque Jour Epanoui



・自分たちの研究概要と追加部分

黒麹菌と黄麹菌を用いて先住者効果を理解する

＜追加＞

元のポスターの修正＋胞子の定量法と種間競争における正確な評価法の検討

定量法：血球計算版を用いる方法・柄付き針を用いる方法

評価法：面積拡大速度を比較する方法

混合した懸濁液の培養後の獲得面積から比較する方法



神戸大会

よい研究＝ わかりやすい研究

代表校（口頭発表）
奈良女子大付属中等教育学校 「魚の見ている世界の再現を目指して」
千葉県立佐倉高等学校 「オカダンゴムシの乗り越え行動で見られた左右の触覚の使い分けた行動選択」

北杜市立甲陵高等学校 「寒天プラスチックの合成に向けて」etc.

＜発表会の印象＞
研究のレベルが非常に高く、各ブースで活発な対話がなされていた

＜共通点＞

動機が明確で目的がシンプル

新規性がどこにあるのかがわかりやすく、研究の価値が伝わる

＜学んだこと＞



理数探究をするみなさんへ



「具体→言語化→抽象」という循環

昨年の夏 筑波大学主催「高校生のための菌類学入門」菅平1泊2日

2025.9 中間報告会 手に入りやすい菌類「酵母と麹」で予備実験

2026.1 探究発表会本選「黒麹菌と黄麹菌の陣取り合戦」

2026.8 SSH生徒研究発表会（神戸）「黒麹菌と黄麹菌の陣取り合戦」＋α

文献を調べる

理科教育研究発表会（埼玉大），つくばScience Edge

具体

具体

具体

抽象

抽象

なんとなくやりたいことはあるのだけど…「テーマが決まらない！！」

まずはやってみる

この循環は言語化を原動力にして、どんどん研究を深化させる!!



積極性が一番大事

一番大事だと感じたことは積極的にイベントに参加したこと。

積極的に様々なイベント（Science Edge 2026 , 菌学会 etc.)

に参加し、多くの人と話したことで、

アドバイスや研究へのアプローチの仕方など

多くのものが得られた。

また、これは研究に限らず、様々な人と交流することで新たな興味や、

交友関係を広げることにもつながる。

これは男子校という環境から社会に出る上でも重要となってくるはず

積極的に実験を行ったり、共同研究者の人や先生と話すことだけじゃな

い！
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